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The Japanese word yutori is commonly used. Previous research has reported that yutori of 
the mind is essential for a happy life. However, most of the results included in previous 
studies were obtained without empirical data. Thus, to find broader knowledge about yutori,
we conducted an empirical study on the relationships between yutori and depression, anxiety, 
optimism, and pessimism. We presented 62 healthy Hiroshima University students with 
questionnaires. The questionnaires consisted of the yutori of mind scale, the State-Trait 
Anxiety Inventory, the Center for Epidemiologic Studies Depression Scale, and the Optimism 
and Pessimism Scale. The correlation analysis indicated that yutori has negative correlations 
with depression, anxiety, and pessimism. In contrast, a positive correlation was found between
yutori and optimism. These findings provide a strong evidence for the notion that yutori of 
mind is positively related to mental health.
































と (富田, 2012) を踏まえると，心のゆとりは抑うつや不安感と負に関連すると考えられる (仮説 1)。
また，心のゆとりは将来の不安なしに物事と関わることで生じ (通商産業省産業政策局, 1991)，
物事のリスクが低く認識されるときに得られやすい (長友・加瀬田, 2007) といった意見も述べられ
ている。こうした直観的主張が正しいのであれば，物事が上手く進み，悪いことよりも良いことが
生じるという予期をしやすい傾向である楽観性や，物事が上手く捗らず，悪い結果を予測する傾向






参加者 広島大学の学生 64名を対象に質問紙調査を行った。回答に不備があった者を除き 62名
(男性 25名，女性 37名，平均年齢 20.5歳) を分析対象とした。
調査内容 次の 4つの尺度ついて参加者に回答を求めた。







目が含まれる。全項目について普段の自分自身に当てはまる程度を 1から 6 で評定させた。
日本語版 Center for Epidemiologic Studies Depression Scale (CES-D ; 島・鹿野・北村・浅井 ,
1985) 参加者の抑うつ傾向を測定するために用いた。20 項目について直近の 1 週間で体験し
た日数を 4段階で回答を求めた。
日本語版大学生用 State-Trait Anxiety Inventory (STAI; 清水・今栄 , 1981) 参加者の不安傾
向を測定するために日本語版 STAI FORM ⅹ-II への回答を求めた。20 項目について，普段の
状態として該当する程度を 4 段階で回答させた。
楽観・悲観性尺度 (外山 , 2013) 楽観性と悲観性を独立した 2次元で捉え，測定する尺度で
ある。「楽観性」因子には「自分の将来は，良いことが起こると思う」，「自分の将来を楽しみ
にしている」といった 10項目が含まれる。「悲観性」因子には「私の将来は暗いと思う」，「何
かに取りかかる時は，失敗するだろうと考える」といった 10 項目が含まれる。外山 (2013) に
基づき，4段階で回答を求めた。
統計解析 分析には HAD14.401 (清水 , 2016) を用いた。
結 果 
これまで，心のゆとり感尺度が用いられた研究は富田 (2012) の他に見受けられないため，因子
構造の確認を行った。まず，先行研究同様の 3 因子構造を仮定した探索的因子分析 (最尤法・プロ

















に示した。心のゆとりと特性不安，抑うつ傾向，悲観性の間に負の相関が認められた (ps < .01)。心




因子については，モデルが有意であり (R2adj = .55, F (1, 58) = 73.89, p < .001)，特性不安の主効果が認
められた (β= -.75, t (58) = -8.59, p <.001)。「焦り・不安のなさ」因子についてもモデルが有意であ
り(R2adj = .53, F (2, 58) = 35.35, p < .001)，特性不安と抑うつの主効果が認められた (特性不安: β=
-.45, t (58) = -3.23, p <.01; 抑うつ: β= -.33, t (58) = -2.35, p <.05)。「対他的余裕」因子のモデルも有意
であり (R2adj = .40, F (2, 58) = 21.32, p < .001)，特性不安と悲観性の主効果が認められた (特性不安:
β= -.41, t (58) = -3.16, p <.01; 悲観性: β= -.30, t (58) = -2.29, p <.05)。
考 察 


















という予期をしやすく (戸ヶ崎・坂野, 1993)，困難な状況に対して積極的に関与すること (Carver, 
Blaney, & Scheier, 1979; Nes, Segerstrom, & Sephton, 2005)，接近的なコーピングを実行する傾向が強
いこと (Nes, & Segerstrom, 2006) が報告されている。物事への積極的関与，および接近コーピング
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